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研究成果の概要（和文）：口腔内スキャナーを用いたデジタル印象法は，個人トレーとシリコーン印象材を用い
た従来の印象法と比較し，印象辺縁までが長く採得されることが示唆された．また，デジタル印象法の術者内再
現性は80％以上であり，従来法と比較して同等かそれ以上の再現性を有していることが示唆された．そのため，
口腔内スキャナーでスキャンした三次元形態データを用いて可撤性有床義歯を製作する際には，義歯床縁設定位
置に留意する必要があることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：The digital impression method using intra-oral scanner (IOS) has a potential
 to be applied to the impression in regions of the buccal vestibule, and the precision of impression
 was high, which is comparable with the standard conventional impression method. However, it was 
also suggested that the gingivobuccal fold extracted from the 3D morphological shape made by the 
digital impression method could be more profound than made by the conventional impression method. 
Consequently, these results might be referred to when future studies are conducted to establish the 
digital impression procedure for the RPD fabrication.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
口腔内スキャナーを使用したデジタル印象法は臼歯部頬側軟組織の印象に適用可能で，デジタル印象法は従来法
に匹敵する精度を有する可能性が示唆された．しかしながら，デジタル印象法でスキャンした三次元形態データ
から抽出された歯肉頬移行部最深点は，従来法によりも深くなることが示唆された．そのため，口腔内スキャナ
ーでスキャンした三次元形態データを用いて可撤性有床義歯を製作する際には，義歯床縁設定位置に留意する必
要があることが示唆された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
近年の CAD/CAMに代表される，いわゆるデジタル・デンティストリーの普及には目を見張

るものがある．なかでも，口腔内スキャナーによる光学印象をはじめとする冠橋義歯分野におけ

るデジタル技術の応用は加速度的に発展しており，歯科技工のみならず，臨床手順を含めた装着

までの全工程をデジタル技術にて行うことが可能となった．一方，冠橋義歯分野に立ち後れた感

は否めないが，有床義歯分野においてもいくつかの新しいデジタル技術が実用化されており，歯

科技工のワークフローに関連する多くのデジタル技術が蓄積されつつある．しかしながら，臨床

手技のデジタル化には今一歩踏み込めずにおり，この現状を打開すべく申請者らが着目したの

が，現在おもに冠橋義歯分野で応用されている光学印象の有床義歯分野への応用，すなわち，口

腔内スキャナーを用いて欠損部顎堤形態を光学デジタル印象することである．この手技の確立

は， 

１）簡便かつ効率的なデータの通信・利用・保存 

２）医療技術の均一化・質の担保 

３）模型製作の不要化 
といった恩恵をもたらすだけでなく，有床義歯製作のフルデジタル・ワークフローの確立に大き
く貢献することが予想される． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，有床義歯製作のフルデジタル・ワークフローを構築するため，欠損部顎堤粘

膜の光学デジタル印象法を確立することである．本研究の革新的な着眼点は，可動粘膜を持続的

に動かし，可動粘膜の動きを口腔内スキャナーにノイズとして認識させることで，可動粘膜と非

可動粘膜の境界を 3Dデータ上に再現する，いわゆる義歯床辺縁部採得のための「筋圧形成」を

デジタル化することにある． 
 
３．研究の方法 
▼粘膜面の光学印象（デジタル筋圧形成） 

 健全有歯顎者を対象に，口腔内スキャナーを用いて欠損部顎堤形態の光学印象法を確立する．

すでに申請者らは，予備実験において光学印象から粘膜面の 3Dデータを取得することに成功し

ているが，取得した 3Dデータから部分床義歯の床縁位置を設定するためには，可動粘膜と非可

動粘膜の境界を明示する必要がある．そこで，先述の通り可動粘膜の動きを口腔内スキャナーに

ノイズとして認識させることで，可動粘膜と非可動粘膜の境界を 3Dデータ上に再現するデジタ

ル筋圧形成に関しての検証を行う．手技のノウハウだけでなく，機能運動の回数を複数パターン

採得することで，可動粘膜と非可動粘膜の境界をもっとも明視化できるパターンを模索する． 

 

▼印象精度の検証 

 従来法にてシリコーン印象から製作された作業用模型をラボスキャナーにてスキャンし，

Standard Triangulated Language（STL）データを抽出する．得られた STLデータを 3D計測

ソフトウェアにインポートし，残存歯から可動粘膜と非可動粘膜の境界までの距離を測定する．

さらに，光学印象法の STLデータと重ね合わせることで，光学印象法によるデジタル筋圧形成

の精度を検証する． 
 
４．研究成果 
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▼粘膜面の光学印象（デジタル筋圧形成） 

 デジタル印象法で得られた三次元形態を視覚

的に検証したところ，可動粘膜と非可動粘膜の

境界を認識可能であった（図）． 

 

 

 

 

 

▼印象精度の検証 

被験者 9 名に対し，下顎右側第一小臼歯近心から下顎右側第二大臼歯遠心までの歯冠および

頬側軟組織を対象領域として，従来法およびデジタル印象法で辺縁形成を行った．従来法では，

通法に従って製作した作業用模型から非接触式三次元スキャナーで STLデータを取得した．デ

ジタル印象法では，辺縁形成様の粘膜牽引操作を行いながら軟組織を IOSでスキャンし STLデ

ータを取得した．これらを術者 2名で，印象法ごとに 5回繰り返し，STLデータを採得した．

得られた STLデータについて，各対象歯の歯頸線から頬側軟組織最深部までの距離および面積

を測定した．距離の評価については多変量分散分析（MANOVA），面積には二元配置分散分析を

用いて統計解析を行った（有意水準 5%）．また，距離計測における級内相関係数（ICC）を算出

した． 

距離においては“印象方法”と“部位”について有意差を認め，“術者”において有意差は認

めなかった．面積においては“印象方法”で有意差を認め，“術者”においては統計的な有意差

は認めなかった．また距離計測における ICC は，術者Ⅰの従来法で 80％，デジタル印象法で

83%，術者Ⅱの従来法で 87%，デジタル印象法 86％であった． 

本研究の結果より，IOSを用いたデジタル印象法は，個人トレーとシリコーン印象材を用いた

従来法と比較し，印象辺縁までが長く採得されることが示唆された． 
 
 
 
 
 

図 光学印象法により採得された粘膜面の STLデータ 
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